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 活動スケジュール

・6月：キックオフ

・7月：課題・理想整理

・7月：業務フロー可視化

・8〜9月：解決策検討

・11月以降：実行フェーズ

・12〜２月：
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背景と目的

✓ 市民にも職員にもやさしい

窓口の実現

✓ デジタル化だけが目的では

ない

✓ 業務のやり方そのものを見

直す（DX）
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検討と進め方

✓ BPR

✓ 現状共有 → 課題整理

✓ 解決策検討→ 優先度付け

✓ 実装設計 → 到達点整理
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主な成果

✓ 窓口時間の考え方

✓ 紙運用の見直し

✓ 集計作業の効率化

✓ 減免申請のオンライン化
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今後の展開

✓ 03の進行

✓ 組織決定への接続

✓ 改善を実行フェーズへ

✓ データ統一・標準化

本日の流れPhase1



マニュアル・QAがない

様式・集計がばらばら

オンラインでの作業が不安

活用スキルに個人差

BPRする時間的余裕がない

紙運用

DX推進員の負担

動画ライブラリ （R６年度 リリース済）

仕事が“ラク”になるショート動画を配信する仕組みを構築
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背景と目的

市役所の D X推進
ーW Gの具体的な活動は決まっていない？ー

01

背景と目的

✓ なぜDXが必要なの？

✓ 「時間」「場所」「もの」から市民と職員を解放？ 

✓ 市民サービスの質は維持・向上が必要

✓ 従来のやり方では限界

✓ 市民にも職員にもやさしい窓口の実現

✓ デジタル化が目的ではない

✓ 業務のやり方そのものを見直す（DX）

ここが良くなるといいかも！

を進めることに。

４

公民館業務の課題は？



公民館業務でも B P R の考え方を
02

検討と進め方

５



公民館業務でも B P R の考え方を…
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検討と進め方

①
•課題の洗い出し

②
•理想像の共有

③
•課題と理想像の紐付け

④
•解決策の検討

2.5
•現状共有（各館の差）

６
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検討と進め方 解決策の検討（一部抜粋）

７
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検討と進め方

８



解決策の順位付け

今年度取り組む解決策の順位付けと分担決め
（優先度が高いものから）

順位 分類 内容 担当者 作業期限

1 1 減免 オンライン化（LoGoフォーム作成） 中島 11月末

2 1 集計 必須項目の整理、実利用人数の要否 五十嵐 10月末

3 2 集計 作業の簡素化・統一化・システム利用 WGメンバー ２月末

4 1 公民館運用 職員課に通知の意図を確認 五十嵐 10月末

5 3 公民館運用 窓口受付時間の統一 WGメンバー 4の結果による

6 2 利用申請 紙台帳の廃止 WGメンバー ２月末

7 3 条例等改正 許可書の交付の廃止 中島
1が終わり次第
開始

02

検討と進め方

９
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今年度、地域窓口WGが取り組んでいるテーマ

①窓口受付時間の
統一

②集計業務の
効率化

③紙台帳の
廃止

④減免申請の
オンライン化

⑥許可書の交付廃止
（着手予定）

03

主な成果
「公平な市民サービス」と「効率的で持続可能な環境」の両立へ

１０

⑤利用者IDの統一
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2025.12.24館長会議で方針説明。

● 窓口時間統一に関する反応
・全体的に「統一できるなら良い」という前向きな意見が多数
・一部の館から「周知方法への不安」「使用時間が短くなることへの懸念」があった
・9時前に対応を求められるケースもあり工夫が必要との意見

●窓口時間の統一案（9:00／13:00／17:00）
・多くの館が 9:00・13:00・17:00 の時間帯で問題なし
・一部の館では慣例で8:30対応（準備含む）が存在
・そのため市民に説明する際の“理由付け”が重要との声あり
・統一後の周知は広報まえばし／館報／HP／SNS／ポスターなど多面的に検討

● 決定／アクション
・生涯学習課に調整を依頼する
・WGとしては「9時・13時・17時統一」を基本案として提示
・統一確定後は周知の具体案をWGでサポートする
・２月館長会議で再度方針提案

①窓口受付時間の統一

１１



11

関連の取り組み：集計業務の効率化

①窓口受付時間の
統一

②集計業務の
効率化

③紙台帳の
廃止

Before

各公民館は生涯学習課に対して、
利用実績を月次で報告

①利用者から紙で報告書受領
②・利用団体の区分,人数,金額
   ・紙からExcelへ転記
③生涯学習課へデータ送付
④データの結合作業

After

・各公民館は貸館システムへ入力
・生涯学習課は必要なタイミングで
データを出力
※月次の報告は不要になる未来に

03

主な成果

１２
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関連の取り組み：紙台帳の廃止

①窓口受付時間の
統一

②集計業務の
効率化

③紙台帳の
廃止

Before

・４館（桂萱、城南、粕川、
富士見）が紙台帳を併用

・職員の記入や確認の負担
・人的ミスが発生する恐れ

After

・城南は紙台帳を廃止

・懸念や不安は、他館の運用状況を
参考にすることで回避

03

主な成果

１３
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④減免申請のオンライン化

● 一般利用団体（4号団体）に減免説明会を実施
•2025年12月に説明会を2日間実施
参加は48団体（そのうち 16団体（約1/3）がオンライン申請を実施）
最終的には160団体のうち29団体がオンライン申請を実施（約1/5)
● 参加者の反応
•大きな反対はなく、比較的スムーズに受け入れられた
•PCで申請書を作成している団体は「PDF貼付で済むので楽になった」と好意的
•ロゴフォームへの質問・問い合わせは特になし
●そのほか教育関係団体、市関係団体（1号、3号）
  約30団体は一般利用団体と異なり申請書に添付する書類が不要なことから全て
 ロゴフォームでの申請に切り替えし通知を発送。申請期間中のため反応は不明。
● 今後の課題
•決定通知書・請求書発行など、後続工程がまだ未整備
•ロゴフォームの「連絡機能」など活用余地あり

中央公民館で先行実施

１４
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⑤利用者IDの統一（予定）

Before

・登録のある公民館のみ利用可能

・複数の施設を利用する団体はID
も複数所有

After

ひとつのIDで市内の予約システムを
導入している施設の予約が可能に

03

主な成果

１５

経緯と現状
・公共施設予約システム導入のタイミングが中央公民館とその他の公民館とで
異なったことにより、利用者IDが施設毎となっている。
・同じ市内の公民館でも、利用者が施設ごとに団体登録をしないといけない。

利用者の利便性の向上が
期待できます
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04

今後の展開
取組課題の完遂と継続！

１６

●窓口受付時間の統一（確定した場合）
令和８年度の運用開始に向け、周知の具体案をサポート

●集計業務の効率化
運用に向けて作業プロセスの整理・サポートをし、実装へ

●減免申請のオンライン化
定着状況に応じて、改善や他館へ拡大

●利用者データの統一
システムのルール作り、他課との連携を図る

●中長期的な見直し
公民館全体の統一・標準化を進め、持続可能な窓口運営の仕組みを構築
スマートロックを順次拡大
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